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稿
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結
論
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『
三
才
図
会
』
と
「
証
類
本
草
」
と
の
一
致

　
　
　

２
・
１　

中
国
主
流
本
草
書
の
概
略

　
　
　

２
・
２　
「
証
類
本
草
」
中
の
「
図
経
本
草
」
部
分
と
の
一
致

　
　
　

２
・
３　

草
木
一
巻
〜
十
一
巻
と
「
証
類
本
草
」
と
の
一
致

　

３　
「
証
類
本
草
」
以
外
の
書
か
ら
の
引
用

　

４　

お
わ
り
に
（
今
後
の
課
題
）

１
　
は
じ
め
に
（
本
稿
の
目
的
と
結
論
）

　
『
三
才
図
会
』（
明
の
王お
う
き圻

及
び
そ
の
子
、
王
思
義
編
。
萬
暦
三
七
年
﹇
一

六
〇
九
﹈
頃
刊
行
。）
は
、
各
種
分
野
の
事
物
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
条
）
1
（
目
と
し

て
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
図
を
掲
載
し
て
解
説
を
記
し
た
類
書
で
あ

る
。
そ
の
構
成
は
、
天
文
四
巻
・
地
理
一
六
巻
・
人
物
一
四
巻
・
時
令
四

巻
・
宮
室
四
巻
・
器
用
一
二
巻
・
身
体
七
巻
・
衣
服
三
巻
・
人
事
一
〇
巻
・

儀
制
八
巻
・
珍
宝
二
巻
・
文
史
四
巻
・
鳥
獣
六
巻
・
草
木
一
二
巻
で
あ
り
、

収
録
さ
れ
て
い
る
条
目
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
目
に
は
、

多
種
多
様
な
典
籍
か
ら
引
用
さ
れ
た
注
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出

典
注
は
ほ
と
ん
ど
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
個
々
の
注
文
内
容
だ
け
か

ら
、
そ
の
出
典
を
特
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
三

才
」
と
は
「
天
地
人
」
す
な
わ
ち
森
羅
万
象
を
指
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
我
が
国
で
編
纂
さ
れ
た
図
説
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』（
全
一

〇
五
巻
。
寺
島
良
安
撰
。
正
徳
三
年
﹇
一
七
一
三
﹈
〜
同
五
年
﹇
一
七
一

五
﹈
頃
に
刊
行
）
の
範
と
さ
れ
た
書
で
あ
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
そ

の
序
文
に
お
い
て
『
本
草
綱
目
』
を
主
た
る
参
考
書
と
し
た
旨
を
記
し
て
い

る
の
に
対
し
、
本
書
の
序
文
に
は
参
考
文
献
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
序
文
に
は
「
図
絵
以
勒
之
于
先
、
論
説
以
綴
之
于
後
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
書
が
事
物
の
解
説
に
あ
た
っ
て
「
図
」
を
掲
げ
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
、
本
書
に
引
用
さ
れ

た
典
籍
の
中
心
を
な
す
の
は
、
図
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
典
籍
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。

　

図
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
典
籍
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
本
草
書

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
草
書
は
各
種
動
植
鉱
物
の
薬
効
を
解
説
し
た
薬
物

書
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
薬
物
原
料
と
な
る
動
植
鉱
物
を
同
定
す
る

一
助
と
し
て
図
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
前
述
の
『
本
草
綱

目
』
に
も
多
く
の
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
故
に
『
和
漢
三

才
図
会
』
は
同
書
を
重
要
な
参
考
文
献
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
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『
和
漢
三
才
図
会
』
同
様
、
図
を
多
数
掲
載
す
る
『
三
才
図
会
』
も
ま
た

『
本
草
綱
目
』
の
如
き
、
図
を
多
数
掲
載
す
る
何
ら
か
の
本
草
書
を
重
視
し

た
可
能
性
は
高
い
。

　

こ
の
推
論
に
基
づ
き
、
か
つ
て
、『
三
才
図
会
』
の
草
木
一
巻
〜
七
巻

「
草
類
」（
全
二
九
五
条
）
の
出
典
を
調
査
し
、
以
下
の
結
論
を
得
た

（
別
）
2
（
稿
）。

　
　

１
．『
三
才
図
会
』
の
「
草
木
一
巻
〜
七
巻
」
の
各
条
目
の
配
列
及
び

そ
の
注
文
は
、「
証
類
本
草
」
収
録
条
目
の
う
ち
、
図
及
び
『
図

経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し
て
い
る
条
目
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
一

致
す
る
。

　
　

２
．『
三
才
図
会
』
の
こ
れ
ら
の
条
目
は
、「
証
類
本
草
」（
あ
る
い
は

そ
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
書
）
か
ら
ま
と
め
て
引
用
さ

れ
て
い
る
。

　
　

３
．『
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
た
「
証
類
本
草
」
は
「
政
和
本
草
」

以
降
の
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
上
記
結
論
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
未
調
査
で
あ
っ
た
草
木
八
巻
〜

十
一
巻
「
木
類
・
蔬
類
・
菓
類
穀
類
」（
全
一
八
八
条
）
の
出
典
を
調
査

し
、『
三
才
図
会
』
編
者
が
こ
れ
ら
の
巻
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
書
を
主
要

参
考
文
献
と
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
）
3
（

る
。

　

本
稿
の
結
論
を
予
め
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

１
．『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
該
当
す
る
「
証
類
本
草
」

各
巻
の
条
目
の
う
ち
、
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し
て

い
る
条
目
の
ほ
と
ん
ど
が
、『
三
才
図
会
』
の
こ
れ
ら
の
巻
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。「
証
類
本
草
」
は
図
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
本

草
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
を
重
視
す
る
『
三
才
図
会
』
編
者
は

同
書
に
大
き
く
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

　
　

２
．
類
書
は
、
一
般
的
に
多
様
な
書
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
お
い
て
は
、「
証
類
本
草
」

一
書
か
ら
の
引
用
が
、
そ
の
条
目
・
注
文
の
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。

　
　

３
．
た
だ
し
、
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
、
草

木
一
巻
〜
七
巻
と
異
な
る
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　

①
「
証
類
本
草
」
の
注
文
に
加
え
て
他
書
の
注
文
を
引
用
し
て
い

る
条
目
が
あ
る
。

　
　
　
　

②
「
証
類
本
草
」
の
注
文
を
全
く
引
用
せ
ず
、
そ
れ
以
外
の
書
の

注
文
の
み
を
引
用
し
て
い
る
条
目
が
あ
る
。

　
　
　
　

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
詳
述
す
る
。

《
使
用
テ
キ
ス
ト
》

　
　
『
三
才
図
会
』 ･･････････････

『
三
才
圖
會
』
上
中
下
（
上
海
古
籍
出
版

社
。
一
九
八
八
年
六
月
。）

　
　
「
証
類
本
草
」 ･･････････････

『
重
修
政
和
經
史
證
類
備
用
本
草
（
晦
明
軒

本
政
和
本
草
）』（
南
天
書
局
有
限
公
司
。
中

華
民
国
六
五
﹇
一
九
七
六
﹈
年
八
月
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
經
史
證
類
大
觀
本
草
（
大
観
本
草
）』（
国
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立
中
国
医
薬
研
究
所
。
中
華
民
国
六
〇
﹇
一

九
七
一
﹈
年
十
二
月
。）

　
　
『
本
草
綱
目
』 ･･････････････

『
本
草
綱
目
』
第
一
冊
〜
第
四
冊
（
人
民
衛

生
出
版
社
。
一
九
七
五
年
十
二
月
〜
一
九
八

一
年
九
月
。）

　
　

文
淵
閣
四
庫
全
書 ････････

「
四
庫
全
書
電
子
版
」
全
文
検
索
版
（
迪
志

文
化
出
版
有
限
公
司
。
二
〇
〇
四
年
。）

２
　『
三
才
図
会
』
と
「
証
類
本
草
」
と
の
一
致

２
・
１　
中
国
主
流
本
草
書
の
概
略

　

別
稿
で
述
べ
た
こ
と
の
く
り
返
し
に
な
る
が
、
説
明
の
都
合
上
、
中
国
主

流
本
草
書
の
概
略
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

中
国
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
数
多
く
の
本
草
書
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
、
基
幹
を
な
す
主
流
本
草
書
と
そ
の
周
縁
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
傍

流
本
草
書
と
に
大
別
さ
れ
る
。
各
種
主
要
典
籍
に
お
い
て
本
草
書
が
引
用
さ

れ
る
場
合
、
そ
の
多
く
は
主
流
本
草
書
で
あ
る
。
本
草
書
に
お
い
て
は
薬
品

解
説
に
際
し
て
、
図
を
大
量
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
新

修
本
草
』
編
纂
の
際
に
は
「
図
経
」「
薬
図
」
が
編
纂
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

し
（
佚
）、『
嘉
祐
補
注
神
農
本
草
』
編
纂
の
際
に
は
、「
姉
妹
編
」
と
し
て

『
図
経
本
草
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
主
流
本
草
書
編
纂
の
流
れ
を
示
せ
ば
次
の

よ
う
で
あ
）
4
（
る
。

　
　
　
『
神
農
本
草
』
四
巻 

（
年
代
・
編
者
と
も
に
不
明
）

　
　
　
『
名
医
別
録
』
三
巻 

（
年
代
・
編
者
と
も
に
不
明
）

　
　
　
『
神
農
本
草
経
』
三
巻 

斉　

陶
弘
景
撰
（
四
九
二
〜
五
〇
〇
頃
）

　
　
　
『
神
農
本
草
経
集
注
』
七
巻

 

斉　

陶
弘
景
撰
（『
神
農
本
草
経
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
）

　
　
　
『
新
修
本
草
』
二
十
巻 

唐　

蘇
敬
等
奉
勅
撰
（
六
五
九
）

　
　
　
『
開
宝
重
定
本
草
』
二
十
巻 

宋　

劉
翰
等
奉
勅
撰
（
九
七
四
）

　
　
　
『
嘉
祐
補
注
神
農
本
草
（
嘉
祐
本
草
）』
二
十
巻

 

宋　

掌
禹
錫
等
奉
勅
撰
（
一
〇
六
一
）

　
　
　
『
図
経
本
草
』
二
十
巻 

宋　

蘇
頌
等
奉
勅
撰
（
一
〇
六
二
）

　
　
　
『
重
広
補
注
神
農
本
草
併
図
経
』
二
十
三
巻 

宋　

陳
承
撰
（
佚
）

　
　
　
『
経
史
証
類
備
急
本
草
（
証
類
本
草
原
本
）』
三
十
一
巻

 

宋　

唐
慎
微
撰
（
一
〇
九
七
以
後
）

　
　
　
『
経
史
証
類
大
観
本
草
（
大
観
本
草
）』
三
十
一
巻

 

宋　

艾
晟
増
訂
（
一
一
〇
八
）

　
　
　
『
政
和
新
修
経
史
証
類
備
用
本
草
（
政
和
本
草
）』
三
十
巻

 

宋　

曹
孝
忠
等
奉
勅
撰
（
一
一
一
六
）

　
　
　
『
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草
（
晦
明
軒
本
政
和
本
草
）』
三
十
巻

 

蒙
古　

張
存
恵
撰
（
一
二
四
九
）

　
　
　
『
本
草
綱
目
』
五
十
二
巻 

明　

李
時
珍
撰
（
一
五
九
六
）

　

こ
れ
ら
の
主
流
本
草
書
の
う
ち
、『
新
修
本
草
』
か
ら
「
証
類
本
）
5
（
草
」
ま

で
の
各
本
草
書
に
お
け
る
個
々
の
薬
品
条
目
の
解
説
文
の
体
裁
は
、
い
ず
れ

も
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
『
神
農
本
草
経
』
の
文
を
大
字
で
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掲
げ
、
そ
の
後
に
、
当
該
本
草
書
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
主
流
本
草
書
（
あ
る

い
は
傍
流
本
草
書
）
に
付
さ
れ
て
い
た
注
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
そ
の
末

尾
に
新
た
な
注
文
を
追
加
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
）
6
（
る
。
こ
の
結
果
、
後
代

の
本
草
書
に
は
そ
れ
以
前
の
本
草
書
の
本
文
及
び
注
文
が
そ
の
ま
ま
温
存
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
前
代
の
本
草
書
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も

個
々
の
薬
品
条
目
内
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
複
数
の
薬
品

条
目
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
と
い
う
、
分
類
方
針
・
配
列
は
本
草
書
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
ま
た
、
後
代
の
本
草
書
に
は
、
前

代
ま
で
の
本
草
書
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
薬
品
条
目
が
追
加
収
録

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
薬
品
条
目
の
分
類
方
針
・
配
列
は
、『
新

修
本
草
』
以
後
「
嘉
祐
本
草
」『
図
経
本
草
』
ま
で
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た

が
、「
証
類
本
草
」
で
は
大
き
く
変
わ
り
、
さ
ら
に
『
本
草
綱
目
』
に
お
い

て
再
び
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
収
録
薬
品
条
目
も
こ
の
過
程
で

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

　

本
草
書
の
こ
う
し
た
特
徴
は
、
あ
る
典
籍
に
引
用
さ
れ
た
本
草
書
を
明
ら

か
に
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
典
籍
が
本
草

書
か
ら
い
く
つ
も
の
条
目
を
ま
と
め
て
引
用
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
本
草
書

名
を
明
記
し
て
い
な
く
て
も
、
引
用
さ
れ
た
薬
品
名
及
び
そ
の
薬
品
条
目
の

配
列
や
注
文
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
条
目
の
出
典
と

な
っ
た
本
草
書
を
特
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２
・
２　
「
証
類
本
草
」
中
の
「
図
経
本
草
」
部
分
と
の
一
致

　

本
稿
冒
頭
で
別
稿
の
結
論
と
し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
三
才
図
会
』
草

木
一
巻
〜
七
巻
の
条
目
は
、
そ
の
植
物
名
・
配
列
・
注
文
内
容
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
、「
証
類
本
草
」
収
録
条
目
の
う
ち
の
、
図
及
び
『
図
経
本
草
』

注
文
を
掲
載
し
て
い
る
条
目
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
。
同
様
の
こ

と
は
、
本
稿
で
調
査
対
象
と
す
る
『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
お

い
て
も
言
い
う
る
。

　
「
証
類
本
草
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲

載
し
て
い
る
条
目
の
植
物
名
と
配
列
が
、『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一

巻
の
そ
れ
と
よ
く
一
致
す
る
実
態
を
、「
証
類
本
草
」
巻
十
二
「
木
部
上

品
」
を
例
に
と
り
、「【
表
１
】「
証
類
本
草
」
と
『
三
才
図
会
』
と
の
一

致
」
と
し
て
示
す
。
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【
表
１
】「
証
類
本
草
」
と
『
三
才
図
会
』
と
の
一
致

　
【
表
１
】
の
項
目
は
、
上
か
ら
順
に
次
の
よ
う
で
あ
る
。

Ａ
「
証
類
本
草
」
条
目
の
序
）
7
（
数
。

Ｂ
「
証
類
本
草
」
各
条
目
の
植
物
名
。

Ｃ
当
該
植
物
名
の
初
出
本
草
書
名
。

Ｄ
図
の
有
無
。
○
は
有
。

Ｅ
『
図
経
本
草
』
注
文
の
有
無
。
○
は
有
。

Ｆ
「
証
類
本
草
」
条
目
に
該
当
す
る
『
三
才
図
会
』
条
目
、
の
序
）
8
（
数
。

Ｇ
『
三
才
図
会
』
各
条
目
の
植
物
名
。

Ｈ
当
該
条
目
の
『
三
才
図
会
』
に
お
け
る
所
在
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

 

548 

桂 

名
医
別
録 

○ 

○ 
333 

菌
桂 

草
木
八
巻
木
類

 

549 

牡
桂 

神
農
本
経 

無 

無 
333 
菌
桂 

草
木
八
巻
木
類

 

550 

菌
桂 

神
農
本
経 

無 

無 

333 
菌
桂 

草
木
八
巻
木
類

 

551 

松
脂 

神
農
本
経 

○ 

○ 

336 

松 
草
木
九
巻
木
類

 

552 

槐
實 

神
農
本
経 

○ 

○ 

338 

槐
實 
草
木
九
巻
木
類

 

553 

槐
膠 

新
定 

無 

無

 

554 

槐
花 

新
補 

無 

無

 

555 

枸
杞 

神
農
本
経 

○ 

○ 

502 

枸
杞 

草
木
十
二
巻
花
卉
類

 

556 

栢
實 

神
農
本
経 

○ 

○ 

339 

柏 

草
木
九
巻
木
類

 

557 

茯
苓 

神
農
本
経 

○ 

○

 

558 

琥
珀 

名
医
別
録 

無 

無
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559 

瑿 

新
分
條 

無 

無

 
560 
楡
皮 

神
農
本
経 

○ 

○ 

340 

楡 

草
木
九
巻
木
類

 

561 
酸
棗 

神
農
本
経 

○ 

○ 

341 

酸
棗 

草
木
九
巻
木
類

 

562 

蘗
木 

神
農
本
経 

○ 

○ 

342 

蘗
木 

草
木
九
巻
木
類

 

563 

楮
實 
名
医
別
録 

○ 

○ 

332 

楮
桃
樹 

草
木
八
巻
木
類

 

564 

乾
漆 
神
農
本
経 

○ 

○ 

343 

漆
樹 

草
木
九
巻
木
類

 

565 

五
加
皮 

神
農
本
経 

○ 

○ 

344 

五
加
皮 

草
木
九
巻
木
類

 

566 

牡
荊
實 

名
医
別
録 

○ 

○ 

345 

牡
荊 

草
木
九
巻
木
類

 

567 

蔓
荊
實 

神
農
本
経 
○ 

○ 

346 

蔓
荊 

草
木
九
巻
木
類

 

568 

辛
夷 

神
農
本
経 
○ 
○ 

505 

辛
夷 

草
木
十
二
巻
花
卉
類

 

569 

桑
上
寄
生 

神
農
本
経 

○ 
○

 

570 

杜
仲 

神
農
本
経 

○ 

○ 
347 

杜
仲 

草
木
九
巻
木
類

 

571 

楓
香
脂 

唐
本
先
附 

○ 

○ 
348 
楓 

草
木
九
巻
木
類

 

572 

女
貞
實 

神
農
本
経 

○ 

○ 

328 
東
青
樹 

草
木
八
巻
木
類

 

573 

木
蘭 

神
農
本
経 

○ 

○

 

574 

核 

神
農
本
経 

○ 

○ 

349 

樹 
草
木
九
巻
木
類

 

575 

丁
香 

今
附 

○ 

○ 

350 

丁
香 

草
木
九
巻
木
類

 

576 

沈
香 

名
医
別
録 

○ 

○ 

351 

沈
香 

草
木
九
巻
木
類

 

577 

薫
陸
香 

新
分
條 

無 

無

 

578 

雞
舌
香 

新
分
條 

無 

無

 

579 

藿
香 

新
分
條 

○ 

○ 

352 

藿
香 

草
木
九
巻
木
類

 

580 

詹
糖
香 

新
分
條 

無 

無

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ
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581 

檀
香 

新
分
條 

無 

無

 
582 
乳
香 

新
分
條 

無 

無

 

583 
降
真
香 

唐
慎
微
続
補 

無 

無

 

584 

蘇
合
香 

名
医
別
録 

無 

無

 

585 

金
櫻
子 
今
附 

○ 

○ 

353 

金
櫻
子 

草
木
九
巻
木
類

 

586 

藤
黄 
海
薬
餘 

無 

無

 

587 

返
魂
香 

海
薬
餘 

無 

無

 

588 

海
紅
豆 

海
薬
餘 

無 

無

 

589 

落
鴈
木 

海
薬
餘 
○ 

○ 

354 

落
鴈
木 

草
木
九
巻
木
類

 

590 

木 

海
薬
餘 
無 
無

 

591 

柵
木
皮 

海
薬
餘 

無 
無

 

592 

無
名
木
皮 

海
薬
餘 

無 

無

 

593 

奴
會
子 

海
薬
餘 

無 

無

 

594 

乾
陀
木
皮 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

595 

含
水
藤
中
水 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

596 

皐
蘆
葉 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

597 

蜜
香 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

598 

阿
勒
勃 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

599 

鼠
藤 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

600 

浮
爛
囉
勒 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

601 

靈
寿
木
皮 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

602 

綟
木 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
59
巻
第
３
・
４
合
併
号

8

229

　

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
証
類
本
草
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
図
及

び
『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し
て
い
る
条
目
﹇
Ｄ
Ｅ
の
欄
に
○
が
付
し
て
あ

る
条
目
﹈
の
植
物
名
と
配
列
は
、『
三
才
図
会
』
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
一
致

し
て
い
）
9
（

る
。

　

こ
の
一
致
の
実
態
を
『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
全
体
で
み
る
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

　
『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
該
当
す
る
「
証
類
本
草
」
の
巻
は
、

巻
十
二
「
木
部
上
品
」
〜
巻
十
四
「
木
部
下
品
」
及
び
巻
二
十
三
「
果
部
」
〜

 
603 

班
珠
藤 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 
604 
阿
月
渾
子 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

605 
不
彫
木 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

606 

曼
遊
藤 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

607 

龍
手
藤 
陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

608 

放
杖
木 
陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

609 

石
松 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

610 

牛

藤 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

611 

震
焼
木 

陳
蔵
器
餘 
無 

無
 

612 

木
麻 

陳
蔵
器
餘 
無 
無

 

613 

帝
休 

陳
蔵
器
餘 

無 
無

 

614 

河
邊
木 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

615 

檀
桓 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

616 

木
蜜 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

617 

朗
楡
皮 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

618 

那
耆
悉 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

 

619 

黄
屑 

陳
蔵
器
餘 

無 

無

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ



─ 　  ─

『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
の
出
典

9

228

巻
二
十
九
「
菜
部
下
品
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
証

類
本
草
」
の
全
条
目
数
は
、

　
　

巻
十
二
「
木
部
上
品
」
〜
巻
十
四
「
木
部
下
品
」 

二
六
二
条

　
　

巻
二
十
三
「
果
部
」 

五
三
条

　
　

巻
二
十
四
「
米
穀
部
上
品
」
〜
巻
二
十
六
「
米
穀
部
下
品
」 

四
八
条

　
　

巻
二
十
七
「
菜
部
上
品
」
〜
巻
二
十
九
「
菜
部
下
品
」 

六
五
条

 

合
計
四
二
八
条

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
目
の
う
ち
、
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し

て
い
る
も
の
は
一
五
八
条
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
植
物
名
及
び
注
文
が
『
三
才

図
会
』
に
条
目
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
と
、
そ
の
内
訳

は
、

　
　
『
三
才
図
会
』
の
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の

 
一
三
六
条

　
　
『
三
才
図
会
』
の
草
木
一
巻
〜
七
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の 
一
条

　
　
『
三
才
図
会
』
の
草
木
十
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
）
10
（

の 

三
条

　
　
『
三
才
図
会
』
に
条
目
と
し
て
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の 

　

注
文
が
全
く
一
致
し
な
い
も
）
11
（

の 

一
条

　
　
『
三
才
図
会
』
の
い
ず
れ
の
巻
に
も
条
目
と
し
て
収
録
さ
れ
て 

　

い
な
い
も
）
12
（
の 

一
七
条

と
な
）
13
（
る
。
た
だ
し
、
こ
の
内
訳
の
最
後
の
「『
三
才
図
会
』
の
い
ず
れ
の
巻

に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
一
七
条
の
う
ち
四
条
は
、「
証
類
本
草
」

に
お
い
て
他
の
条
目
の
注
文
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
あ
る
条
目
で

あ
）
14
（
り
、
そ
の
指
定
先
の
条
目
の
注
文
が
「
証
類
本
草
」
か
ら
『
三
才
図
会
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
収
録
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て

よ
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
記
一
五
八
条
の
う
ち
、『
三
才
図
会
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
条
目
の
割
合
は
、（
一
三
六
＋
一
＋
三
＋
四
）
÷
一
五
八

＝
九
一
・
一
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、『
三
才
図
会
』
編
者

が
、
同
書
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
巻
に
該
当
す
る
「
証

類
本
草
」
各
巻
の
条
目
の
う
ち
の
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
条
目
の
ほ
と
ん
ど
を
条
目
と
し
て
立
て
、
そ
の
注
文
を
引
用
し
よ
う

と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
別
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
条
目
が
「
証
類
本
草
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
図
経
本
草
』
条
目
と
よ

く
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
れ
ら
の
条
目
が
「
証
類
本
草
」
に
先

行
す
る
主
流
本
草
書
『
図
経
本
草
』
そ
の
も
の
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
三
才
図
会
』

の
こ
れ
ら
の
条
目
は
、
そ
の
植
物
名
・
注
文
内
容
が
「
証
類
本
草
」
当
該
部

分
と
一
致
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
配
列
ま
で
も
が
一
致
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

本
稿
２
・
１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
主
流
本
草
書
の
薬
品
条
目
の
配
列
は
、

『
新
修
本
草
』
以
後
「
嘉
祐
本
草
」『
図
経
本
草
』
ま
で
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ

た
が
、「
証
類
本
草
」
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
か
ら
、『
三
才
図
会
』
条
目
の
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配
列
が
「
証
類
本
草
」
の
そ
れ
と
よ
く
一
致
す
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
ら

の
条
目
が
、『
図
経
本
草
』
で
は
な
く
、「
証
類
本
草
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
）
15
（
る
。

２
・
３　
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
と
「
証
類
本
草
」
と
の
一
致

　

以
上
の
『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
と
「
証
類
本
草
」
と
の
比
較

結
果
を
、
別
稿
の
『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
七
巻
の
比
較
結
果
と
総
合

し
、『
三
才
図
会
』
草
木
部
全
体
（
一
巻
〜
十
一
巻
）
に
お
け
る
「
証
類
本

草
」
と
の
一
致
実
態
を
鳥
瞰
す
る
。

　

ま
ず
、
草
木
一
巻
〜
七
巻
に
お
け
る
「
証
類
本
草
」
と
の
一
致
度
は
次
の

よ
う
で
あ
る
（
別
稿
参
照
）。

　
『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
七
巻
に
該
当
す
る
「
証
類
本
草
」
の
巻
は
、

巻
六
「
草
部
上
品
之
上
」
〜
巻
十
一
「
草
部
下
品
之
下
」
及
び
巻
三
十
「
本

草
図
経
本
経
外
草
類
・
木
蔓
類
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い

る
全
条
目
数
は
、

　
　

巻
六　
「
草
部
上
品
之
上
」
〜
巻
十
一
「
草
部
下
品
之
下
」 

四
四
七
条

　
　

巻
三
十
「
本
草
図
経
本
経
外
草
類
」 

七
五
条

　
　

巻
三
十
「
本
草
図
経
本
経
外
木
蔓
類
」 

二
五
条

 

合
計
五
四
七
条

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
目
の
う
ち
、
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し

て
い
る
も
の
は
三
一
八
条
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
植
物
名
及
び
注
文
が
『
三
才

図
会
』
に
条
目
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
と
、
そ
の
内
訳

は
、

　
　
『
三
才
図
会
』
の
草
木
一
巻
〜
七
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の

 

二
九
一
条

　
　
『
三
才
図
会
』
の
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の

 

三
条

　
　
『
三
才
図
会
』
の
草
木
十
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
）
16
（
の 

一
条

　
　
『
三
才
図
会
』
の
い
ず
れ
の
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の

 

二
三
条

と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
内
訳
の
最
後
の
「『
三
才
図
会
』
の
い
ず
れ
の
巻

に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
二
三
条
の
う
ち
四
条
は
、「
証
類
本
草
」

に
お
い
て
他
の
条
目
の
注
文
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
あ
る
条
目
で
あ

り
、
そ
の
指
定
先
の
条
目
の
注
文
が
「
証
類
本
草
」
か
ら
『
三
才
図
会
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
収
録
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ

い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
条
目
の
一
致
度
は
、（
二
九
一
＋
三
＋
一

＋
四
）
÷
三
一
八
＝
九
四
・
○
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
極
め
て
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
条
目
に
お
い
て
は
、
そ
の
注
文
は
「
証

類
本
草
」
だ
け
か
ら
の
引
用
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
他
書
か
ら
の
引
用
は
な

い
。

　

こ
の
引
用
実
態
を
、
上
記
の
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
お
け
る
比
較
結
果
と

総
合
し
、【
表
２
】「
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
お
け
る
「
証
類
本
草
」
か
ら
の
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【
表
２
】
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
該

当
す
る
「
証
類
本
草
」
各
巻
に
お
け
る
、
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
条
目
全
四
七
六
条
の
う
ち
四
三
五
条
（
九
一
・
四
％
）
が

『
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
別
条
に
掲
載
さ
れ
た
注
文
と
し
て
引

用
さ
れ
て
い
る
も
の
八
条
を
含
め
る
と
、
そ
の
引
用
の
割
合
は
全
四
七
六
条

中
四
四
三
条
（
九
三
・
一
％
）
の
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
三

才
図
会
』
編
者
は
、
同
書
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
該
当
す
る
「
証
類
本
草
」

各
巻
の
当
該
条
目
の
ほ
と
ん
ど
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
証
類
本
草
」
は
図
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
本
草
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
図

を
重
視
す
る
『
三
才
図
会
』
編
者
は
同
書
に
大
き
く
依
拠
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
類
書
は
、
一
般
的
に
多
様
な
書
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
の
全
四
八
三
条
（
二
九
五
＋
一
八
八
）

で
は
、「
証
類
本
草
」
か
ら
四
四
三
条
を
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、「
証

類
本
草
」
一
書
か
ら
の
引
用
が
、
そ
の
条
目
・
注
文
の
大
部
分
を
占
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
　「
証
類
本
草
」
以
外
の
書
か
ら
の
引
用

　

以
上
の
よ
う
に
、『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
巻
に
該
当
す
る
「
証
類
本
草
」
各
巻
の
『
図
経
本
草
』
注
文
を
引
用

引
用
」
と
し
て
示
す
。
同
表
の
、「「
証
類
本
草
」
該
当
巻
」
と
は
、「
証
類

本
草
」
諸
巻
の
う
ち
、『
三
才
図
会
』
草
木
一
巻
〜
七
巻
に
該
当
す
る
巻
六

「
草
部
上
品
之
上
」
〜
巻
十
一
「
草
部
下
品
之
下
」・
巻
三
十
「
本
草
図
経
本

経
外
草
類
」・
同
「
本
草
図
経
本
経
外
木
蔓
類
」、
及
び
、『
三
才
図
会
』
八

巻
〜
十
一
巻
に
該
当
す
る
巻
十
二
「
木
部
上
品
」
〜
巻
十
四
「
木
部
下
品
」・

巻
二
十
三
「
果
部
」・
巻
二
十
四
「
米
穀
部
上
品
」
〜
巻
二
十
六
「
米
穀
部

下
品
」・
巻
二
十
七
「
菜
部
上
品
」
〜
巻
二
十
九
「
菜
部
下
品
」、
を
指
す
。

ま
た
、「
図
経
掲
載
条
」
と
は
、「
証
類
本
草
」
各
条
目
の
う
ち
、
図
及
び

『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
、
を
指
す
。
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【
表
２
】
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
に
お
け
る
「
証
類
本
草
」
か
ら
の
引
用

「
証
類
本
草
」
該
当
巻

図
経
掲
載
条

『
三
才
図
会
』
に
引
用

別
条
の
注
文
と
し
て
引
用

草
木
一
巻
〜
七
巻
該
当
巻

三
一
八
条

二
九
五
条

四
条

草
木
八
巻
〜
十
一
巻
該
当
巻

一
五
八
条

一
四
○
条

四
条

計

四
七
六
条

四
三
五
条

八
条
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し
た
条
目
の
ほ
と
ん
ど
を
引
用
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
『
三
才
図

会
』
草
木
一
巻
〜
十
一
巻
の
条
目
・
注
文
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
お
い
て
は
、
草
木
一
巻
〜
七
巻
と

は
異
な
り
、「
証
類
本
草
」
か
ら
引
用
し
た
条
目
・
注
文
に
加
え
て
、「
証
類

本
草
」
以
外
の
書
か
ら
引
用
し
た
と
み
ら
れ
る
条
目
・
注
文
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。

　
『
三
才
図
会
』
八
巻
〜
十
一
巻
に
は
、
全
一
八
八
条
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
五
四
条
は
、「
証
類
本
草
」
か
ら
引
用
し
た
注
文
に
そ

れ
以
外
の
書
か
ら
引
用
し
た
注
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
条
目
や
、「
証
類
本

草
」
以
外
の
書
か
ら
引
用
し
た
注
文
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
条
目
で
あ

る
。
こ
れ
ら
五
四
条
が
全
一
八
八
条
に
占
め
る
割
合
は
、
二
八
・
七
％
と
な

る
。

　

つ
ま
り
、『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
の
条
目
に
お
い
て
は
、「
証

類
本
草
」
該
当
巻
の
図
及
び
『
図
経
本
草
』
注
文
を
掲
載
し
て
い
る
条
目
の

ほ
と
ん
ど
を
引
用
す
る
一
方
、
そ
の
三
割
弱
の
条
目
に
お
い
て
は
「
証
類
本

草
」
以
外
の
書
も
引
用
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
割
弱
と
い
う

割
合
か
ら
す
れ
ば
、『
三
才
図
会
』
編
者
は
、
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
に
お
い

て
は
、「
証
類
本
草
」
を
重
視
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
書
も
積
極
的
に
引
用

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
五
四
条
の
う
ち
三
七
条
は
、『
救
荒
本
草
』『
茹
草

編
』
と
い
う
本
草
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に

よ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
に
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

４
　
お
わ
り
に
（
今
後
の
課
題
）

　

以
上
の
調
査
に
よ
り
、『
三
才
図
会
』
草
木
八
巻
〜
十
一
巻
は
、
草
木
一

巻
〜
七
巻
同
様
、「
証
類
本
草
」
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
巻
に
お
い
て
は
、
草
木
一
巻
〜
七
巻
と
は

異
な
り
、「
証
類
本
草
」
以
外
の
書
も
積
極
的
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
た
め
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
書
が
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
る
の
か
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、『
三
才
図
会
』
の
植
物
に
関
す

る
巻
は
、「
証
類
本
草
」
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
動
物
に

関
す
る
巻
・
鉱
物
に
関
す
る
巻
は
「
証
類
本
草
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ

る
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
諸
点
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）  

『
三
才
図
会
』
に
お
い
て
は
、
各
巻
と
も
に
、
個
々
の
事
物
ご
と
に
、
そ
の
名

称
・
図
・
注
文
を
一
セ
ッ
ト
に
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
一
セ
ッ

ト
を
「
条
目
（
あ
る
い
は
条
）」
と
称
す
る
。
ひ
と
つ
の
条
目
は
、
巻
に
よ
っ
て

は
複
数
丁
に
わ
た
る
場
合
も
あ
る
が
、
草
木
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
丁
が

割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
名
称
・
図
・
注
文
を
一
セ
ッ
ト
に
し
て
掲
載
す
る

こ
と
は
、
本
草
書
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
同
じ
く
「
条
目
（
あ
る
い
は

条
）」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
。
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（
2
）  

「『
三
才
図
会
』
草
木
部
収
録
項
目
の
出
典
に
つ
い
て
」（
田
島
毓
堂
編
『
日
本

語
学
最
前
線
』。
二
〇
一
〇
年
五
月
。
和
泉
書
院
）。
ち
な
み
に
、『
三
才
図
会
』

草
木
部
全
一
二
巻
の
内
訳
は
、
草
木
一
巻
〜
七
巻
「
草
類
」・
八
巻
〜
九
巻
「
木

類
」・
十
巻
「
蔬
類
」・
十
一
巻
「
菓
類
穀
類
」・
十
二
巻
「
花
卉
類
」
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
「
別
稿
」
と
称
す
る
論
文
は
、
す
べ
て
こ
の
論
文
を
指

す
。

（
3
）  

草
木
十
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
花
卉
類
」
は
、
草
木
部
の
他
の
巻
に
収
録

さ
れ
て
い
る
植
物
と
は
異
な
り
、
薬
用
植
物
と
し
て
で
は
な
く
観
賞
用
植
物
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
属
性
の
相
違
故
に
別
途
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
回
の
、
本
草
書
と
の
比
較
調
査
の
対
象
か
ら
は
除
外
す

る
。

（
4
）  

岡
西
為
人
『
本
草
概
説
』（
創
元
社
。
昭
和
五
二
年
一
二
月
。）
五
四
〜
五
六
頁

に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
中
国
本
草
書
の
書
誌
的
解
説
は
、
す
べ
て
同
書

に
よ
っ
て
い
る
。

（
5
）  

本
稿
で
は
、『
経
史
証
類
備
急
本
草
』『
経
史
証
類
大
観
本
草
』『
政
和
新
修
経

史
証
類
備
用
本
草
』『
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草
』
を
「
証
類
本
草
」
と
総

称
す
る
。

（
6
）  

『
神
農
本
草
経
』
は
『
神
農
本
草
』
の
文
と
『
名
医
別
録
』
の
文
と
を
合
体
さ

せ
た
本
草
書
で
あ
り
、
そ
の
合
体
さ
れ
た
文
が
そ
れ
以
後
の
本
草
書
に
お
い
て
は

大
字
で
示
さ
れ
る
本
文
と
な
る
。
こ
の
と
き
、『
神
農
本
草
』
か
ら
と
っ
た
文
を

朱
字
（
後
代
の
本
草
書
に
お
い
て
は
陰
刻
の
白
字
）
で
、『
名
医
別
録
』
か
ら

と
っ
た
文
を
墨
字
（
同
、
陽
刻
の
黒
字
）
で
、
雑
書
し
て
記
す
（
朱
墨
雑
書
と
い

う
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
『
神
農
本
草
経
』
に
初
め
て
注
を
加
え
た
の
が
陶
弘
景

撰
『
神
農
本
草
経
集
注
』
で
あ
り
、『
神
農
本
草
経
』
の
文
を
大
字
で
掲
げ
た
後

に
陶
弘
景
に
よ
る
注
を
小
字
で
示
し
て
い
る
。『
新
修
本
草
』
以
後
の
歴
代
主
流

本
草
書
で
は
、
こ
の
『
神
農
本
草
経
集
注
』
の
陶
弘
景
注
の
後
に
さ
ら
に
注
を
加

え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

（
7
）  

『
証
類
本
草
』
条
目
の
序
数
は
、
同
書
巻
六
「
草
部
上
品
之
上
」
の
条
目
か
ら

順
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）  

『
三
才
図
会
』
条
目
の
序
数
は
、
同
書
草
木
一
巻
「
草
類
」
の
条
目
か
ら
順
に

付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）  

た
だ
し
、「
証
類
本
草
」
555「
枸
杞
」
568「
辛
夷
」
の
よ
う
に
、「
証
類
本
草
」
で

は
「
木
部
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
条
目
を
、『
三
才
図
会
』
で
は
他
の
類
目
（
こ

の
場
合
で
あ
れ
ば
「
花
卉
類
」）
に
移
動
さ
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、『
三
才

図
会
』
の
条
目
序
数
が
一
部
乱
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
証
類
本
草
」
の
548「
桂
」
549

「
牡
桂
」
550「
菌
桂
」
の
三
種
の
条
目
す
べ
て
に
『
三
才
図
会
』
333「
菌
桂
」
が
あ

て
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
三
才
図
会
』
333「
菌
桂
」
の
条
目
が
、「
証
類
本
草
」
の

こ
れ
ら
三
種
の
条
目
の
注
文
を
合
体
さ
せ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

（
10
）  

『
三
才
図
会
』
草
木
十
二
巻
の
各
条
目
は
本
稿
で
は
調
査
対
象
と
し
て
い
な
い

が
、
例
外
的
に
同
巻
に
収
録
さ
れ
た
条
目
が
三
条
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
条
目

も
『
証
類
本
草
』
か
ら
『
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
た
条
目
に
含
め
た
。

（
11
）  

『
三
才
図
会
』
草
木
十
一
巻
470「
榧
子
」（「
証
類
本
草
」
で
は
巻
十
四
木
部
下
品

758「
榧
実
」）

（
12
）  

例
え
ば
【
表
１
】
の
557「
茯
苓
」、
569「
桑
上
寄
生
」、
573「
木
蘭
」、
な
ど
。

（
13
）  

こ
れ
ら
の
条
目
に
は
、
そ
の
注
文
の
す
べ
て
が
「
証
類
本
草
」
か
ら
の
引
用
で

あ
る
も
の
の
ほ
か
、「
証
類
本
草
」
か
ら
引
用
し
た
注
文
に
他
書
か
ら
引
用
し
た

注
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
14
）  

【
表
１
】
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
774「
水
楊
葉
」
な
ど
。

（
15
）  

『
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
図
経
本
草
』
注
文
が
「
証
類
本
草
」
か

ら
の
引
用
で
あ
る
と
す
る
論
拠
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
述
し
た
。

 
 

ち
な
み
に
、『
三
才
図
会
』
の
条
目
配
列
・
注
文
内
容
は
、「
証
類
本
草
」
の
次

代
の
主
流
本
草
書
で
あ
る
『
本
草
綱
目
』
と
は
全
く
一
致
し
な
い
か
ら
、
同
書
か

ら
引
用
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
お
、「
証
類
本
草
」
の
後
に
作
ら
れ
た
主
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流
本
草
書
と
し
て
は
、『
本
草
綱
目
』
の
前
に
劉
文
泰
等
奉
勅
撰
『
本
草
品
彙
精

要
』（
弘
治
一
八
年
﹇
一
五
〇
五
﹈）
が
あ
る
が
、
そ
の
原
本
は
宮
中
の
秘
庫
に
中

華
民
国
に
な
る
ま
で
死
蔵
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、『
三
才
図
会
』
編
者
が
こ

れ
を
参
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
仮
に
、
参
照
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の

注
文
の
内
容
は
「
証
類
本
草
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
（
注
４
文
献
一

九
一
頁
〜
二
○
二
頁
）、『
三
才
図
会
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
注
文
に
は
な

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
16
）  

注
10
同
様
、『
三
才
図
会
』
草
木
十
二
巻
の
各
条
目
は
本
稿
で
は
調
査
対
象
と

し
て
い
な
い
が
、
例
外
的
に
同
巻
に
収
録
さ
れ
た
条
目
が
一
条
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
条
目
も
『
証
類
本
草
』
か
ら
『
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
た
条
目
に
含
め
た
。
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